
 2026 基礎研修Ⅱ

（参考）　2026年度 基礎研修Ⅱ 事前課題の取組みおよび提出にかかるスケジュール一覧
■留意事項

・受講者が各月に説明を受ける翌月以降の科目について、事前に課せられる課題およびeラーニング受講証明書の提出期限を示しています。

・ワークブックの頁は、2026年度のワークブックに基づいています。

・期日を守り提出してください。期日までに所定のGoogleドライブフォルダに提出がない場合は、受講が認められません。十分注意してください。

■課題の種類

事前課題作成・eラーニングの対象となる「研修日・科目・テーマ」 課題（レポート提出など） eラーニング

説明日 研修日 科目 テーマ
提出期日
【種類】

ワーク
ブック頁

様式
ﾀﾞｳﾝﾛｰ

ﾄﾞ

提出期日
【枚数】

備考
（丸数字は課題の番号です）

相談援助の視座と社会福祉援助の展開過程 8-9

実践のためのアプローチ 12

自立支援とコミュニティソーシャルワーク 15

6/14
ソーシャルワーク
理論系

実践事例演習Ⅰ
5/28(木)
【事前課題】

18-21 〇 ―

社会資源の理解と社会資源開発
7/2(木)
【事前課題】

44-46 〇

連携システムのあり方とネットワークの構築 ― ― ―

6月

地域における福祉政策と福祉計画
9/3(木)
【事前課題】

51-53 〇 ①②

社会福祉調査の方法と実際
2/18(木)

【修了レポート】
57-58 ―

7月の説明、
9月の研修内容を踏まえて作成

８月

地域における福祉政策と福祉計画 済 済 済

社会福祉調査の方法と実際
2/18(木)

【修了レポート】
57-58 ―

7月の説明、
9月の研修内容を踏まえて作成

スーパービジョンとは ― ― ―

スーパービジョンのモデルセッションを見る ― ― ―

スーパーバイジー体験 ― ― ― ―

社会福祉における法Ⅰ ― ― ―

ソーシャルワークと権利擁護の視点Ⅰ ― ― ―

社会福祉における法Ⅱ ― ― ―

ソーシャルワークと権利擁護の視点Ⅱ ― ― ―

実践研究の意義と方法 ― ― ―

実践研究のための記録 ― ― ―

実践評価の方法 ― ― ―

12月 12/13 2/14 実践評価・実践研究系 実践研究発表の方法
1/28(木)
【事前課題】

124-157 〇

1/28(木）
【2枚】

講義視聴×1
修了テスト

・発表共通申込書／分科会発表申込書
／「個人発表」分科会発表要旨原稿(下
書き)
※11月に事前案内

1月

2月 2/14 2/14 実践評価・実践研究系 実践研究発表の方法
2/25(木)

【修了レポート】
124-157 〇 済

・「個人発表」分科会発表要旨原稿（最
終版※）
※2月の研修を踏まえて、改善したも
のを修了レポートとして提出。改善箇
所がなくても提出すること。（注：「発表
共通申込書／分科会発表申込書」に変
更点があれば併せて添付すること）

事前学習 研修開催日までに、ワークブック、研修資料を読み、事前学習を行なう。レポートの提出はなし。

事前課題 研修時の説明を受け、ワークブック記載のレポート作成を行なう。

中間課題 研修の内容を踏まえ、ワークブック記載のレポート作成を行なう。

修了レポート 研修時の説明を受け、ワークブック記載のレポート作成を行なう（下記参照）

４月
(受講決

定)

受講
決定時

5/10
ソーシャルワーク
理論系

【事前学習】 ―

4/27(月）
【４枚】

講義視聴×3
修了テスト

5月 5/10

7/12 地域開発・政策系
7/2(木）
【2枚】

講義視聴×2

課題は、論述レポート2題 (①②)
　　　　　 マップ１題 (②）

 課題説明なし

7月 7/12 9/13 地域開発・政策系

9/3(木）
【3枚】

講義視聴×2
修了テスト

研修会開催なし（休み）

9月

9/13 9/13 地域開発・政策系 済

9/13 10/11 人材育成系

10/1(木)
【２枚】

講義視聴×2

9/13 10/11 権利擁護・法学系
10/1(木)
【２枚】

講義視聴×2

研修会開催なし（休み）

11月 11/8 12/13 実践評価・実践研究系
12/3(木)
【3枚】

講義視聴×3

※メールで案内（内容は、2月研修（実
践研究発表の方法）の事前課題につい
て。受信し、内容を確認した上で、12
月の受講をすること。）

10月 10/11 11/8 権利擁護・法学系
10/29(木)
【２枚】

講義視聴×2

(※)


